
5月 22日(土) 北米(カナダ・アメリカ)グローバルス・チューデントフォーラム(GSF) 

 

★「日本にいる＆海外に興味がある・チャンスがあれば海外で働いてもいい若者」と「海外にいる＆日本に興味が 

ある・日本で働きたい若者」がオンライン上でつながる。 

 

【キャリア】：様々な含みある言葉だが、今回のフォーラムでは “キャリア”・・・「生きること、働くこと」と定義。 

 

【狙い】：双方にとって、働くことや生きていくことの価値観の相違点・共通点を実感し、日常では知りえない機会 

を通じて人生の幅を広げ、それぞれのキャリアに活かす。 

 

【トピック例】：あなたにとって「仕事をするうえでもっとも大切にしたい価値観は何ですか？」 

「お金」「出世」「安定」「家族・親族を養う」「生存そのもの」「じぶんらしさ」「社会貢献」「権威」「技術・スキル」

「人との接点」「自己実現」「社会への影響力」「他の人がやっていない」「チームワーク」「見栄」などなど。なぜ、

そう思いますか？ 

⇒ブレイクアウトルームに分かれて、その理由を含めた自己紹介をし、他の人からは質問をしてもらう。決まっ 

た正解がないことは言うまでもなく、できる範囲で理由を自己開示し、自己認識を新たにすると共に、さま 

ざまな価値観に触れることが重要。 

 

 



2021-5-24 

LCE 北米グローバル・スチューデントフォーラム（GSF） 

実施報告 

 

●日時：2021 年 5 月 22 日(土) 10:30-12:30 

●システム：Zoom 遠隔会議システム 

●参加学生： 

・事前登録学生数：約 140 名 

・当日参加者数：約 90 名 

・主に首都圏や中京、近畿地区の私大に加え、全国各地の国公立大、また理系大など 25 校近い大学から参 

加。（学年、性別比率は後述） 

・米国・カナダは、基本的に日本に関心のある学生を募集し、USC、UC バークレー、UC サンタバーバラ等 

西海岸、マサチューセッツやペンシルバニアの東部名門校や、ウィスコンシン、アイオワ、ミシガン、テキ 

サス、バージニア、サウス・キャロライナ、ジョージア、カナダのケベック州など全土からの参加とあり、    

約 15 校でした。 

・参加学生には、同室になった学生達の学校名や学年などを見て自然とヒエラルキーが出来てしまうことを 

避ける為に、名前だけを表示し、学校名や学年は伏せて参加頂きました。結果、コミュケーションに大切 

なのは、学歴や年齢では無く、いかにその場で自分から行動し話しかけ会話を造るか？だという点に気付 

いて頂けたようです。 

 

●内容： 

・基本的に英語を主軸に、当方から提示する『暮らす』『学ぶ』『働く』ディスカッショントピックについて、ブレイ 

クアウトルーム機能を利用し濃密なディスカッションとなりました。 

・『暮らす』は海外学生からは日本の暮らしぶり（音楽、ゲーム、TV 番組、週末の過ごし方）などに関心が集中。 

『学ぶ』は双方に普段の学園生活の違い（アルバイト能否、宿題や課題、サークル、土日の過ごし方）など。 

『働く』が一番話しに熱が入りました。 

・日本人学生からは『ジョブハンティングについて』『世に聞くアメリカ企業文化は本当か？（カジュアル、仕事 

上での性差別や上下関係がない。風通しの良さ、コーヒーを持って立ち話し、定時帰宅、転職・離職の多さな 

ど）』など。 

・アメリカ人学生からは『サービス残業は本当か？社員上下関係はどれほどか？全員黒スーツは本当か？就業中 

にトイレに立つのも気が引けるのは本当か？』など。 

 

●時間 

10:30-開始。挨拶＆手順説明。 

10:35：雰囲気を和らげるアイスブレークとして出席者に対して５択アンケート実施＆発表。 

例：対アメリカ・カナダ人学生に『あなたの好きな日本食は？Sushi, Ramen, Tempura など 5 種』    

対日本人学生に『あなたのお薦めする日本食は？Tako-Yaki, Okonomi-Yaki, Yakiniku, Gyoza など 5 種』など 

10:40-12:10 まで、全員メインームに再集合しての振り返りと休憩を挟み（ここでも面白ろアンケート実施）、その 

後も 30 分以上のディスカッションを実施。 

12:10-：ディスカッション終了後はメインルームに再集合しアンケ含め振り返りを実施、その後解散となりました。 

 

●アンケート回収： 

 ・想定以上にディスカッションが盛り上がり、最終挨拶時にアンケート回収につき十分なアナウンスメントが出来

なかったため、回収率は参加者数の 50％程度になりました。 

 ・大満足＆満足が多数ですが、想定以上に多くの日本人学生が参加し、ブレイクアウトルーム内での日米学生比率

が偏ってしまったために、満足度があがらなかったと分析しております。 



 

●アンケート結果： 

 

 
 

 

 

 



●日本人学生の主なコメント： 

日本語と英語でコミュニケーションができた。 

楽しかったから、自分の英語に対するモチベーションが高まった。 

英語を使って会話ができたから。もう少し多く話せると思ったが、人数の関係だけそこまで多く話せなかったのが

少し残念に思う。 

海外の方や、考え方の違いや思っていること聞けた。 

ディスカッションを通してアメリカや住む地域が異なる日本の学生のことを知れた。 

なかなか進んでたくさん話すことは難しかったけど、なるべく質問をできるように努力した。今回、こうしていろ

んな人と交流してみて自分の英語レベルを知れたのとさらに頑張ろうと思えた。 

沈黙にならず、いいディスカッションができたと思います。より多くの海外の方がいたらもっと面白ったと思いま

す。 

私自身英語がほとんど話せないのですが、同じグループの北米の方はもちろん、日本人の方もとても英語が上手で

驚きました。英語を長い時間聞き続けて、だんだん理解できるようになって嬉しかったです。受け身にはなってし

まいましたが、英語を話せるようになりたいというモチベーションが上がって感謝しかないです！ 

質問をする時間が足りなかったのですが、アメリカ出身の同じ世代の子の日常や将来の目的を聞けました。 

英語が苦手だったので最初は全然話せませんでしたが 2回目で勇気をだして沢山話せたのですごく良かったと思い

ました！日本語も沢山話して頂けて嬉しかったです！ 

同じ共通の興味の友達ができた。英語を話すモチベーションになった。英語を話せる貴重な会を無料で開いてい

て、ありがたかった。人数が多くて少し話しにくかった。 

日本ではない国の大学生と話すことができた。 

色んな人とコミュニケーションできてよかった。 

色々な人と会話できた。 

外国の方と交流がなかなかできない中、楽しく話すことが出来てとても嬉しかった。 

自分と同じ考えを持った人や、違う考えを持った人と話すことができて、視野が広まったと思う。 

参加された日本人の方が流暢に英語を話す方々ばかりでは無かったので私も積極的に参加することできました。自

分の英語が伝わり自信につながりました。 

久しぶりに海外の方々と話せただけでなく、広い視点で色々みれたので楽しかったです 

アメリカの人と英語に対するリアルな考えや意見をきくことができた。 

オリンピックのこと、奨学金など気になっていたテーマを海外に住む方と話せたことが良かったです。 

日本人の学生さんの面白い意見を聞くことができた。海外の学生さんの就活に関する意見が面白かった。意欲的な

学生さんが多く、僕自身刺激になった。 

英語の能力にかなり差があり、それが残念だった。 

海外の人の考えが知れてとても良かった。 

自分の英語がアメリカのネイティブの方に通じたことがすごく嬉しかったし、通じただけでなくて会話にもなった

ことが 1番嬉しかったから。そのアメリカの方は実際にもう働いている人だったので、海外での働き方がどんな感

じかなんとなく理解できました！ 

海外の日本と違う価値観を知ることができたです。 

海外の人の考えが知れてとても良かった。 

他の学生のスキルと自分のスキルを比較し、大変焦りを感じることができた。最後に個人的な質問もでき、将来に

対するもやもやが少し解消できた気がした。 

自分の英語不足で満足に発言はできなかったけど、他メンバーの話を聞いていろんなことを知れたのでよかった 

参加された日本人の方が流暢に英語を話す方々ばかりでは無かったので私も積極的に参加することできました。自

分の英語が伝わり自信につながりました。 

自分が知っていたことが本当か違うか、または知らなかったことを直接北米の方から聞けた。 

アメリカの就職事情や、アメリカで暮らしていくためのことなどを実際にアメリカ在住の方から色々教えてもらえ

た。 

久しぶりに海外の方々と話せただけでなく、広い視点で色々みれたので楽しかったです 

 


